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1  検 討 経 緯  

 し 尿 処 理 施 設 は 下 水 道 の 普 及 に よ り 縮 小 傾 向 に あ る こ と か ら 、 自 治 体 に お

け る 施 設 更 新 の 優 先 順 位 が 低 く な り 、 施 設 の 老 朽 化 が 進 ん で い る 。 加 え て 、

生 し 尿 に 比 べ て 量 的 ・ 質 的 変 動 の 大 き い 浄 化 槽 汚 泥 の 占 め る 割 合 が 設 計 時

よ り も 増 加 し て い る た め 、 処 理 の 不 安 定 化 を 招 い て い る 。  

 ま た 、 一 般 廃 棄 物 処 理 行 政 そ の も の が 衛 生 的 な 適 正 処 理 と い う 役 割 に 加 え 、

循 環 型 社 会 の 構 築 へ と 発 展 し た こ と か ら 、 し 尿 処 理 施 設 に つ い て も 資 源 化 施

設 と し て の 一 翼 を 担 う よ う 期 待 さ れ て い る 。 古 く か ら し 尿 汚 泥 の 堆 肥 利 用 は 浸

透 し て い る が 、 し 尿 汚 泥 と 有 機 性 廃 棄 物 を 併 せ て 資 源 化 す る 汚 泥 再 生 処 理

セ ン タ ー で な け れ ば 施 設 整 備 の た め の 補 助 金 ・ 交 付 金 が 受 け ら れ な い こ と か

ら 、 多 く の 施 設 が 堆 肥 化 等 に 取 り 組 ん で い る 。  

 
し 尿 処 理 の 内 訳  
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し 尿 汚 泥 の 資 源 化 の 状 況 ( H 1 7 年 度 )  

  

 



 

 

 し か し な が ら 、 都 市 化 の 進 ん だ 地 域 で は 堆 肥 の 利 用 が 少 な い た め 、 製 造 し

た 堆 肥 の 処 理 に 困 っ た り 、 堆 肥 が 肥 料 取 締 法 の 重 金 属 の 基 準 に 違 反 し た り

す る 事 例 が 認 め ら れ て い る 。 し 尿 処 理 の 副 産 物 で あ る は ず の し 尿 汚 泥 の 資

源 化 が し 尿 処 理 施 設 の 重 荷 に な っ て い る ケ ー ス も あ る こ と か ら 、 今 年 度 の し

尿 処 理 部 会 で は 、 し 尿 汚 泥 が 循 環 型 社 会 の 中 で 安 定 的 に 利 用 さ れ て い く 方

針 と し て 、 よ り 効 果 的 な 堆 肥 化 と 堆 肥 以 外 の 再 生 利 用 法 に つ い て 検 討 を 行 っ

て き た 。  

 

 

し 尿 汚 泥 の 安 定 的 な 資 源 化 に つ い て 、 ２ つ の 視 点 か ら 検 討 す る 。  

   ① よ り 効 果 的 な 堆 肥 化 ， 利 用 価 値 の 高 い 堆 肥  

   ② 堆 肥 化 以 外 の 資 源 化 の 取 り 組 み  

 

 

 

 
さ い た ま 市 大 宮 南 部 浄 化 セ ン タ ー の 見 学 の 様 子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

2  汚 泥 再 生 処 理 セ ン タ ー  

 平 成 ９ 年 度 以 降 よ り 、 そ れ ま で 廃 棄 物 処 理 施 設 整 備 費 国 庫 補 助 金 の 補 助

対 象 と さ れ て き た し 尿 処 理 施 設 に 替 わ る 施 設 と し て 汚 泥 再 生 処 理 セ ン タ ー が

登 場 し た 。 汚 泥 再 生 処 理 セ ン タ ー と は 、 汲 み 取 り し 尿 お よ び 浄 化 槽 汚 泥 を 処

理 す る 水 処 理 設 備 と 、 生 ご み 等 の 有 機 性 廃 棄 物 及 び 水 処 理 設 備 か ら 発 生 す

る 汚 泥 等 を 資 源 化 す る 資 源 化 設 備 を 組 み 合 わ せ た 施 設 で あ る 。 循 環 型 社 会

の 構 築 の た め 、 し 尿 処 理 施 設 で あ っ て も 再 資 源 化 を 取 り 入 れ る 必 要 が あ る と

さ れ た 。  

 補 助 金    H 9   H 1 0    H 1 7 交 付 金    

 し 尿 処 理 施 設  →  汚 泥 再 生 処 理 セ ン タ ー   

し 尿 ， 浄 化 槽 汚 泥 の 処 理 （ 排 水 と 余 剰 汚 泥 の 処 理 ） に 加 え 、 資 源 回 収 が 必 要  

 補 助 金    H 9   H 1 0    H 1 7 交 付 金    

 し 尿 処 理 施 設  →  汚 泥 再 生 処 理 セ ン タ ー   

し 尿 ， 浄 化 槽 汚 泥 の 処 理 （ 排 水 と 余 剰 汚 泥 の 処 理 ） に 加 え 、 資 源 回 収 が 必 要  

 

2 . 1  生 ご み 等 の 有 機 性 廃 棄 物  

 生 ご み （ 家 庭 厨 芥 、 事 業 系 生 ご み 等 ） や 汚 泥 （ コ ミ ュ ニ テ ィ ・ プ ラ ン ト 、 農 業

集 落 排 水 施 設 、 下 水 道 等 の 排 水 処 理 施 設 か ら 搬 出 さ れ る 汚 泥 ） な ど の 資 源

化 可 能 な 有 機 性 の 廃 棄 物 を い う 。  

 汚 泥 再 生 処 理 セ ン タ ー で 利 用 さ れ る 有 機 性 廃 棄 物 と し て は 、 給 食 セ ン タ ー

か ら 出 る 食 品 残 さ 、 青 果 市 場 か ら 出 る 野 菜 く ず 、 剪 定 枝 、 農 業 集 落 排 水 施 設

の 汚 泥 な ど が 一 般 的 で あ る 。 こ れ は 家 庭 厨 芥 を 受 け 入 れ る に は 分 別 回 収 や

分 別 収 集 か ら の 見 直 し が 必 要 で あ り 、 分 別 が 不 十 分 な 場 合 に は 夾 雑 物 に よ

り 資 源 化 設 備 が 破 損 す る 恐 れ あ る こ と か ら 、 量 ・ 質 が 確 保 し や す い 事 業 系 の

食 品 残 さ や 分 別 が 容 易 な 草 木 類 の 有 機 性 廃 棄 物 が 選 択 さ れ て い る 。  

 

2 . 2  資 源 化 の 種 類  

 既 に 確 立 さ れ て い る 資 源 化 技 術 と し て は 、 メ タ ン 発 酵 、 堆 肥 化 、 炭 化 等 が

あ っ た も の の 、 汚 泥 再 生 処 理 セ ン タ ー の 整 備 促 進 の た め 、 平 成 １ ５ 年 度 か ら

助 燃 剤 、 平 成 １ ６ 年 度 か ら リ ン 回 収 が 新 た に 補 助 対 象 と な っ た 。  



 

3  し 尿 汚 泥 の 再 資 源 化  

引 用 ： し 尿 処 理 施 設 か ら 汚 泥 再 生 処 理 ｾ ﾝ ﾀ ｰ へ の ﾘ ﾆ ｭ ｰ ｱ ﾙ の 手 引 書  

 

3 . 1  堆 肥 化  

 堆 肥 化 は 農 業 に お け る 窒 素 肥 料 と し て 古 く か ら 行 わ れ て き た 、 し 尿 汚 泥 の

利 用 方 法 で あ り 、 汚 泥 等 の 易 分 解 性 有 機 物 を 好 気 性 状 態 で 微 生 物 に よ り 分

解 す る と い う 、 生 物 反 応 を 応 用 し た 発 酵 処 理 で あ る 。  

 堆 肥 化 の 効 果 と し て 、 有 機 物 の 分 解 以 外 に も 病 原 微 生 物 や 雑 草 種 子 の 死

滅 化 ま た は 不 活 化 が あ る 。 堆 肥 化 過 程 の 温 度 上 昇 に よ り 、 病 原 細 菌 、 病 中

卵 、 有 害 昆 虫 卵 、 ウ ィ ル ス 、 雑 草 種 子 な ど の 大 部 分 が 不 活 化 さ れ 、 植 物 や 人

畜 に 無 害 な も の と な る 。  

 汚 泥 再 生 処 理 セ ン タ ー の 堆 肥 は し 尿 の 余 剰 汚 泥 を 脱 水 や 乾 燥 、 副 資 材 の

添 加 に よ り 含 水 率 5 0 ～ 6 0 % に 調 整 し 、 発 酵 さ せ る こ と か ら 、 普 通 肥 料 の う ち 、

通 常 、 汚 泥 発 酵 肥 料 に 該 当 す る 。  

ま た 、 最 近 で は 製 品 の 価 値 を 高 め る た め に 製 品 粒 径 の 均 一 化 や 非 堆 肥 化

物 を 除 去 す る た め の ふ る い 分 け 、 機 械 撒 き を 可 能 に す る 成 形 、 製 品 の 袋 詰

め 等 を 行 う 。 特 に 汚 泥 堆 肥 は 粉 末 状 で あ り 、 施 肥 し づ ら い こ と か ら 造 粒 機 を

導 入 す る ケ ー ス が 増 え て い る 。  

 

3 . 2  炭 化  

汚 泥 等 の 有 機 性 廃 棄 物 を 乾 留 等 に よ っ て 木 炭 や 活 性 炭 等 と よ く 似 た 性 質 を

持 ち 、 環 境 保 全 上 支 障 が な い 炭 化 物 に す る 設 備 で あ る 。  

 炭 化 物 に は 次 の よ う な 特 徴 が あ る 。  

１ ）  無 菌 状 態 で 臭 気 が ほ と ん ど な く 、 衛 生 的 で あ る 。  

２ ）  長 期 間 の 保 存 が 可 能 で あ る 。  

 



 

３ ）  飛 散 が 少 な く 、 扱 い や す い 粒 状 に で き る 。  

４ ）  脱 水 処 理 物 の 約 １ ０ ％ ま で 減 量 化 で き る 。  

５ ）  し 渣 、 ビ ニ ー ル 類 及 び プ ラ ス チ ッ ク 類 等 も 処 理 可 能 で あ る 。  

６ ）  肥 料 、 園 芸 用 土 壌 、 融 雪 剤 、 脱 臭 剤 等 に 利 用 さ れ る 。  

 

3 . 3  メ タ ン 発 酵  

メ タ ン 発 酵 は 嫌 気 性 細 菌 に よ り 有 機 性 廃 棄 物 を メ タ ン と 二 酸 化 炭 素 に 分 解 す

る 反 応 で あ り 、 古 く か ら 汚 水 ・ 下 水 汚 泥 の 処 理 に 用 い ら れ て き た 。 メ タ ン 回 収

と 汚 泥 の 減 量 化 が 同 時 に 図 れ る こ と か ら 、 昭 和 3 0 ～ 4 0 年 代 の し 尿 処 理 で は

メ タ ン 発 酵 を 行 う 嫌 気 性 処 理 が 主 流 技 術 で あ っ た 。  

 汚 泥 再 生 処 理 セ ン タ ー の 資 源 化 の 条 件 は 、 ガ ス 中 の メ タ ン 濃 度 が ５ ０ ％ 以

上 で あ る こ と 、 と さ れ て い る 。 メ タ ン ガ ス の 利 用 方 法 と し て 、 ガ ス エ ン ジ ン や マ

イ ク ロ タ ー ビ ン お よ び 燃 料 電 池 を 用 い た 発 電 と そ の 排 熱 利 用 、 ボ イ ラ に よ る

熱 回 収 、 ガ ス そ の も の の 供 給 が あ る 。  

 

3 . 4  助 燃 剤 化  

 汚 泥 再 生 処 理 セ ン タ ー 性 能 指 針 に よ れ ば 、 汚 泥 再 生 処 理 セ ン タ ー か ら 発

生 す る 汚 泥 を 加 工 す る こ と で 、 焼 却 施 設 の 燃 料 と し て 利 用 す る こ と が 可 能 な

も の 又 は 焼 却 施 設 に お け る 使 用 燃 料 の 節 約 に 資 す る も の を い う 。 資 源 化 の

条 件 と し て は 汚 泥 の 含 水 率 に つ い て ７ ０ ％ 以 下 で あ る こ と 、 と さ れ て い る 。  

 

3 . 5  リ ン 回 収  

 従 来 、 無 機 凝 集 剤 で 固 定 し 、 凝 集 汚 泥 と し て 焼 却 処 分 さ れ て き た リ ン を 処

理 水 か ら 晶 析 さ せ て 、 回 収 す る 方 法 。 ヒ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト （ Ｈ Ａ Ｐ ） 法 と リ ン 酸

マ グ ネ シ ウ ム ア ン モ ニ ウ ム （ Ｍ Ａ Ｐ ） 法 と が あ る 。 リ ン 回 収 設 備 の 特 徴 は 設 備

費 が 安 価 で あ り 、 維 持 管 理 費 に つ い て も リ ン 回 収 で 使 用 す る 薬 品 費 は 増 加

す る が 、 凝 集 分 離 の 薬 品 費 は リ ン 除 去 分 だ け 削 減 さ れ る の で 、 全 体 で は 従

来 の し 尿 ・ 浄 化 槽 汚 泥 の 処 理 と 同 程 度 と さ れ る 。  
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